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久慈地域の郷土料理を味わう会を開催しました！ 
郷土 料理 を 理解 して いた だ くこ と を 目的 に、久慈 地域 の飲 食

店 や 観 光事 業 者 等 を 対 象と し た 「 郷 土 料理 を 味 わ う 会 」を 11

月 24 日に 開 催し 、関 係機 関 を含 め 44 名が 郷 土料 理を 味わ い

なが ら理 解 を深 めま した 。  

この 会で は、久慈 地域 の 岩 手 県「食 の匠」で 構成 する「やま

せの 郷食 の 技研 究会 」会 員 らが 調理 した 16 品 を 折詰 にし て 提

供し まし た 。会 員 から は「昆 布巻 き はニ シン を 使用 して いた が、

今 は 鮭を 使 う よ う に なっ た 」「 鮭 の お 吸い 物 は お 正 月 のお 膳 の

一つ 」な ど 一品 ずつ 紹介 が あり まし た。  

飲食 店関 係 者か ら は「 郷 土料 理は 個性 が強 い イメ ージ があ っ

た が 、提 供 さ れ た 折 バラ ン ス よ く 完 成さ れ て い た 。」 と い う感

想 や 「鶏 肉 を 使 っ た 料理 に は 、 バ タ ーを 使 っ て も 良 いと 思 う 」

な ど の提 案 が あ り ま した 。 そ の 他 に も、「 レ シ ピ も 惜 しみ な く

公 開 して い た だ き あ りが た い 」「 今 後 も研 究 会 と 連 携 した 取 組

をし たい 」 とい った 前向 き な 感 想を 多く い ただ きま した 。  

今 後 益 々 飲 食 店 の 皆 様 方 と 食 の 匠 の 皆 様 と の 繋 が り が 深 ま

り 、地 域の 郷 土料 理が 地域 の 飲食 店等 、様々 な 場所 で提 供さ れ

るよ う普 及 セン ター では 今 後も 応援 して い きま す。  

お料 理を ご 紹介 する 食の 匠  


